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はじめに

　サブサハラ・アフリカ地域において，各国経済の発展が顕著である。また，この地域の各国金融
市場も大きく進展している（1）。
　アフリカ金融市場の特徴はどのようなものだろうか。サブサハラ・アフリカ地域の中で，西アフ
リカ地域は主に英語圏とフランス語圏に区分することができる。前者には，ガンビア，ガーナ，リ
ベリア，ナイジェリア，シエラレオネがある。後者には，ベナン，ブルキナファソ，コートジボワール，
ギニア，マリ，ニジェール，セネガル，トーゴがある。カーボベルデとギニアビサウはポルトガル
語圏である。西アフリカ地域の国は，西アフリカ諸国経済共同体（Economic Community of West 
African States: ECOWAS）に加盟している（2）。さらに，フランス語圏の国を中心に，西アフリカ
諸国中央銀行（Central Bank of West African States: フランス語の略記では BCEAO）がセネガル
の首都ダカールに置かれている。西アフリカ諸国中央銀行のメンバーは，ベナン，ブルキナファソ，
コートジボワール，ギニアビサウ，マリ，ニジェール，セネガル，トーゴである。
　本稿は，リベリアの金融市場の構造を考察する。西アフリカ地域のリベリアはアフリカで最初の
共和国であるが，1989 年に内戦が勃発し，甚大な被害をもたらした（3）。結論を先取りすれば，リ
ベリアの金融市場の特徴は，米ドルとリベリアドルの両方が流通していることである。また，国際
収支や財政収支の構造が大きく変化していることである。リベリアの金融市場に関する先行研究の
中で，Kamara and Titoe［2019］と Adnan, Titoe, Lewis and Collins［2021］では，それぞれ，金
融市場の機能とインフレに対しての金融政策の効果について論じられており，Kamara and Titoe

［2019］は以下のように述べている。「リベリアにおいて，金融市場は十分に発展していないし，ま
た機能していない。金融市場は，重要となる私的な部門と一緒に，主として銀行部門により支配さ
れている」（4）。また Adnan, Titoe, Lewis and Collins［2021］は次のように述べている。「リベリア
の十分に発展していない金融市場に起因しているのだが，以下の事実は金融政策の弱い波及メカニ
ズムを暗に意味している。その事実とは，金融政策のショックは政策金利の上昇を通じて金融の引
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⑴　 金融発展と経済発展との関係について，ロス・レヴィンやフランクリン・アレンなどの研究がある。リベリア
について，Worlobah［2017］は「一人当たり GDP の対数値によってあらわされた成長と，金融深化もしくは貨
幣化の代理変数との間には，強い相関関係が存在する」と分析している（Worlobah［2017］, p. 12）。 

⑵　ECOWAS は 1975 年に西アフリカ地域の経済の統合を目的に設立され，その後，政治の安定や安全保障の強
化が行われている（外務省ウェブサイトを参照）。

⑶　小田・川田・伊谷・田中・米山［2010］，687 ― 691 頁を参照した。
 ⑷　Kamara and Titoe [2019], p. 2. 
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き締めを誘導するが，インフレには影響を与えないということである」（5）。
　簡単にリベリアの基本情報を整理しておこう（6）。面積は日本の約 3 分の 1 で，人口は 530 万人

（2022 年）であり，人口構成は 0 歳から 14 歳が 40.8％，15 歳から 64 歳が 56.0％，65 歳以上が 3.3％
となっている（2019 年）。宗教については，キリスト教が 85％，イスラム教が 12％となっている。
首都はモンロビアに置かれ，公用語は英語である。支出面から見た国内総生産では，個人消費が
57.6％を占めている（2021 年）。主要産業は農林業と鉱業である。輸出相手国はスイスやドイツな
どである。輸入相手国は中国やシンガポールなどである。最大の援助国は米国である（2020 年）。
通貨はリベリアドルであり，銀行口座保有率は 52％（2021 年）である。
　本稿の構成は以下の通りである。第 1 章は，リベリアの産業構造を概観し，さらに名目 GDP の
変化分に対する各産業の寄与度を計算する。第 2 章は，リベリアの金融システムについて，主に商
業銀行に焦点を当てて考察する。リベリアの金融市場の特徴はどのようなものだろうか。どのよう
な金融機関があるのだろうか。どのような商業銀行があるのだろうか。商業銀行の業務内容につい
て，資産側では，各産業に十分な貸付を行っているかどうかを検証する。負債側では，要求払い預
金と有期預金について，米ドルとリベリアドルの構成比に着目する。また，商業銀行の財務状況に
ついても考察する。第 3 章は，国際収支と財政収支について，2007 年と 2021 年を比較する形で変
化の様子を見る。第 1 章で見るように産業構造は変化していないが，国際収支と財政収支は大きく
変化している。最後はまとめと結論である。

 ⑸　Adnan, Titoe, Lewis and Collins [2021], p. 104.   
⑹　基本情報について，面積，人口，宗教，首都，公用語，主要産業，輸出相手国，輸入相手国，援助国，通

貨は，外務省ウェブサイトを参照した。支出面から見た国内総生産は，国連貿易開発会議（United Nations 
Conference on Trade and Development: UNCTAD） の UNCTADstat を 参 照 し た。 銀 行 口 座 保 有 率 は，
Demirguc-Kunt, Klapper, Singer and Ansar［2022］, p. 177 を参照した。人口構成は，Economic Commission for 
Africa, African development Bank Group and African Union Commission［2022］,  African Statistical Year Book 
2021 , p. 267 を参照した。
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第 1章　リベリア経済の動向

　ここでは，リベリア経済を概観する（7）。図 1 は，リベリアの名目 GDP，インフレ率，政府債務
残高の 2000 年以降における推移を示している。まず，名目 GDP は他の多くのアフリカ諸国と同
様に増大している。2000 年は 8 億 6,300 万リベリアドルであったが，2023 年には 43 億 4,700 万リ
ベリアドルとなっている。次に，インフレ率は図から分かるように大きく変動している。2000 年
は 5.3％であったが，2008 年には 17.5％となり，2019 年に 27.0％，そして 2023 年には 10.6％となっ
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図 1　リベリアの名目 GDP，インフレ率，政府債務残高の経年変化（単位：10 億リベリアドル，％）

（注）名目 GDP と政府債務残高は左軸。インフレ率は右軸。インフレ率は年平均。2022 年と 2023 年は推定値。
（出所）International Monetary Fund, World Economic Outlook Databese, October 2023 より作成。

⑺　リベリアは経済発展を支えるために，エネルギー部門を重視している。Yusuf, Kesselly, Nippae, Asumana, 
Kakulu, Sinneh, Gono and Mayango［2024］は，他の文献を根拠にして，以下のように記述している。「政府
は民間投資をエネルギー部門へ引き付けるための政策を導入し，再生可能なエネルギーの発展を促進してい
る」（Yusuf, Kesselly, Nippae, Asumana, Kakulu, Sinneh, Gono and Mayango［2024］, p. 1）。Wesseh, Lin and 
Appiah［2013］は，とくに石油に言及して，以下のように考察している。「リベリア経済の産出高は，プラスで
有意に，資本，労働，石油，電気に結び付いていることが明らかである」（Wesseh, Lin and Appiah［2013］, p. 
129）。Wesseh and Zoumara［2012］は次のように述べている。「例えばエネルギー補助金と低いエネルギー税
金のようなエネルギー拡大政策が，リベリアの経済成長の結果として出現してきた需要に対処するために必要で
ある」（Wesseh and Zoumara［2012］, p. 526）。加えて，Gbatu, Wang, Wesseh and Tutdel［2017］は，石油価
格と実質 GDP の間の関係について考察し，以下のように述べている。「異なる石油ショックの程度は異なる効果
を生み出している」（Gbatu, Wang, Wesseh and Tutdel［2017］, p. 988）。そして，石油ショックの対称性と原因
について「非対称性が存在している。非対称性は，金融市場の構造と厳重な金融政策のコントロールの欠如によ
り説明できる」（Gbatu, Wang, Wesseh and Tutdel［2017］, p. 988）。
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ている。発展途上国の課題のひとつにインフレ率の高さを指摘できるが，インフレ率の高さはリベ
リアの課題といえる。最後に，政府債務残高は，2000 年から 2009 年の間と 2010 年から 2023 年の
間で時期区分ができる。具体的には，2000 年は 42 億 1,800 万リベリアドルであったが 2009 年には
23 億 1,100 万リベリアドルとなった。そして 2010 年に 5 億 300 万リベリアドルとなり 2023 年に
22 億 7,400 万リベリアドルとなっている。政府債務残高の推移から，リベリアの財政構造は大きく
変化していることが推測される。とくに，前半と後半では，大きく内容が変化しているが，詳細に
ついては今後の課題としたい。
　それでは，リベリアの産業構造を概観しよう。図 2 は，リベリアの名目 GDP 全体に対する各産
業の割合を示している。図の作成において，継続的に数値の入手が可能な産業に焦点を当てている。
図から分かるように，主要産業は農業である（8）。農業の名目 GDP 全体に対する割合は下記のよう
に推移している。2008 年は 70.0％であったが，2014 年に 70.3％となり，2019 年には 74.0％になっ
ている。
　リベリアでは，金とダイヤモンドと鉄鉱石が採掘できるが，鉱業の名目 GDP 全体に占める割合
は高くはない（9）。具体的には，2008 年の 2.4％から，2014 年に 3.6％になり，2019 年には 2.7％となっ
ている。さらに鉱業の生産について，リベリアの中央銀行の資料（2023 年）では，3 種類が列挙さ
れている（10）。金とダイヤモンドと鉄鉱石である。2023 年第二四半期の鉱業の生産状況は以下の通
りである。金は 115,235 オンス，ダイヤモンドは 10,841 カラット，鉄鉱石は 1,180,000 メトリック
トンである。
　製造業の動向については，どのようになっているのだろうか。製造業の具体的な動きは下記のよ
うに推移している。2008 年は 6.1％であったが，2014 年に 5.7％となり，2019 年には 4.1％になっ
ている。名目 GDP 全体に対する製造業の割合は高い水準にないといえる。さらに製造業の生産に
ついて，鉱業と同様にリベリアの中央銀行の資料（2023 年）では，18 種類が列挙されている（11）。
2023 年第二四半期の製造業の生産状況は以下の通りである。いくつかの種類を列挙する。セメン
トは，79,748 メトリックトンである。マットレスは，33,338 個である。ビールと清涼飲料水とミネ
ラルウォーターは，1,880,016 リットル，557,766 リットル，79,985 リットルである。シンナーと消
毒用アルコールは，4,065 ガロンと 155,381 リットルである。石鹸とろうそくは，124,232 キログラム，
30,797 キログラムである。油性ペンキと水性ペンキは，21,063 ガロン，15,257 ガロンである。

 ⑻　農業について，Sumo, Ritho and Irungu［2022］がある。林業について，Walker and Nautiyal［1982］がある。
漁業について，Wuor and Mabon［2022］がある。 

 ⑼　鉱業について，Bockstael［2014］，Alfaro and Jones［2018］，Gunn, Dorbor, Mankelow, Lusty, Deady, Shaw 
and Goodenough［2018］，Bazillier Gibertini and Jackson［2023］ が あ る。Gunn, Dorbor, Mankelow, Lusty, 
Deady, Shaw and Goodenough［2018］は，リベリアにおける鉱業の重要性について以下のように述べている。「鉱
業，とくに鉄鉱石は長い間，リベリアの経済発展に重要な役割を持っている」（Gunn, Dorbor, Mankelow, Lusty, 
Deady, Shaw and Goodenough［2018］, p. 413）。Alfaro and Jones［2018］は，石炭について考察し，「リベリ
アの石炭生産は，経済にとって重要な部分となっている」と述べている（Alfaro and Jones［2018］, p. 131）。
Bockstael［2014］はダイヤモンドについて考察している。 

 ⑽　Central Bank of Liberia [2023],  Financial and Economic Bulletin , Vol. 24, No. 2, April-June, p. 11. 
 ⑾　Central Bank of Liberia [2023],  Financial and Economic Bulletin , Vol. 24, No. 2, April-June, p. 11. 
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図 2　産業構造の経年変化（単位：％）

（注） 農業と鉱業と製造業に焦点を当てて作成している。名目 GDP 全体に占める割合を示している。農業には狩猟
業と林業が含まれており，漁業は含まれていない。

（出所） 2012 年以降については，Economic Commission for Africa, African Development Bank Group and African 
Union Commission [2022], African Statistical Yearbook 2021, p. 268 より作成。2008 年から 2011 年について
は，Economic Commission for Africa, African Development Bank Group and African Union Commission 
[2017], African Statistical Yearbook 2017, p. 219 より作成。

表 1　名目 GDP の変化分に対する各産業の寄与度

産業 寄与度

農業 53.3

鉱業・採石業 2.0

製造業 2.3

建設業 1.1

卸売業・小売業 3.2

輸送業 3.6

行政・国防関連 6.0

名目 GDP 70.3

（注） 2008 年と 2019 年を比較した場合の名目 GDP の変化分に対する寄与度。表の作成において，資料から継続的に
数値の入手が可能な産業に焦点を当てている。農業には狩猟業と林業が含まれており，漁業は含まれていない。
卸売業・小売業には飲食業と宿泊業が含まれている。輸送業には倉庫業とコミュニケーション関連が含まれて
いる。

（出所） 2019 年の数値は，Economic Commission for Africa, African Development Bank Group and African Union 
Commission [2022], African Statistical Yearbook 2021, p. 268 よ り 作 成。2008 年 の 数 値 は，Economic 
Commission for Africa, African Development Bank Group and African Union Commission [2017], African 
Statistical Yearbook 2017, p. 219 より作成。
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　資金需要の存在の観点から産業構造を考察すれば，資金需要は農業と行政・国防関連に存在して
いる。表 1 は 2008 年と 2019 年を比較して，名目 GDP の変化分に対する各産業の寄与度を計算し
たものである。表から，リベリアの寄与度は，農業（53.3），行政・国防関連（6.0）に存在してい
ると考えられる（カッコ内の数値は寄与度）。

第 2章　リベリアの金融システム

2.1　銀行部門（12）

　表 2 は，2000 年から 2020 年の間でのリベリアの金融市場について，商業銀行資産，中央銀行資
産，ROA（税引前利益を利用），預貸率，外国銀行資産の割合，国営銀行資産の割合を示してい
る。リベリアの特徴を知るために，同じ西アフリカ地域のナイジェリアとガーナの数値も示してい
る。商業銀行資産（対 GDP 比）については，2000 年は 3.19％，2010 年は 10.18％，そして 2020 年
に 16.81％と増大している。リベリアの平均は 10.50 であり，ナイジェリアは 16.75，ガーナは 25.94
である。変動係数に着目すれば，リベリアは 0.53 であり，ナイジェリア（0.25）とガーナ（0.09）
に比較して，大きく変動している。中央銀行資産（対 GDP 比）については，2000 年は 103.90％，
2010 年は 15.84％，そして 2020 年に 20.05％と傾向的に大きく減少している。標準偏差が 42.04 か
らも分かるように，リベリアの中央銀行資産は大きく変動している。リベリアの ROA について，
プラスとマイナスを繰り返している。預貸率について，リベリアの平均は 63.17 であり，ナイジェ
リアは 78.01，そしてガーナは 64.50 となっている。リベリアの変動係数（0.26）は，ナイジェリア（0.18）
とガーナ（0.14）に比較して大きい。また，リベリアの預貸率は突如として大きく変化することが
ある（2017 年と 2018 年）。2011 年から 2016 年の間において，外国銀行資産の割合は 80％であり，
国営銀行資産の割合は 20％と変化していない。ガーナは，外国銀行資産の割合に大きな変化はな
く，国営銀行資産の割合は減少し，民間の商業銀行資産が増大している。ナイジェリアは，外国銀
行資産の割合が増大し，国営銀行資産の割合が大きく減少している。

2.2　金融機関の種類
　リベリアの金融機関について整理する（13）。2022 年 12 月時点において，銀行部門の保有資産は
金融部門全体の 95.1％を占めている。リベリアの金融システムは商業銀行とノンバンクで構成さ
れている。商業銀行について，支店は 15 の州のうち 9 の州で展開されており，2022 年時点で 87

  ⑿　本稿での商業銀行の表記については以下の内容を検討した。まず，リベリアの中央銀行の資料（Central 
Bank of Liberia,  Annual Report ）では，銀行とノンバンクに区別され，商業銀行は銀行に，預金を受け入れ
るマイクロファイナンスとコミュニティ金融機関はノンバンクに分類されている。次に，国際通貨基金の資料

（International Monetary Fund,  IFS World and Country Notes ）では，中央銀行とその他預金金融機関に区別さ
れているが，IFS のその他預金金融機関の定義において，預金を扱うマイクロファイナンスが除外されているこ
とが記されている。最後に，世界銀行の資料（World Bank, Global Financial Development Database）では，本
稿で使用した部分は IFS を基礎資料としている。表記に関する結論としては，本稿では統一して商業銀行と表記
することが妥当であると判断した。 

 ⒀　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , pp. 62―71.    
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支店がある。大部分の支店はモンセラード州（Montserrado Country）に置かれている。モンセ
ラード州には首都モンロビアがある。支店数の多い銀行は，Liberia Bank for Development and 
Investment（LBDI），Ecobank，Sapelle International Bank である。
　一方，リベリアのノンバンクには，預金を扱わないマイクロファイナンス（Non-Bank Credit 
Only Microfinance Institutions: NBCOs），預金を扱うマイクロファイナンス（Deposit-taking 
Microfinance Institutions: MDIs），開発金融会社（Development Finance Company），外国為替会
社（Licensed Foreign Exchange Bureaus），送金会社（Licensed Money Remittance Entities），
コミュニティ金融機関（Rural Community Finance Institutions）がある。預金を扱わないマイク
ロファイナンスの数は 19 であり，15 州のうち 9 州で展開している。資産は 34 億 9,000 万リベリ
アドル，貸付残高は 30 億 1,000 万リベリアドル，取引件数は 76,724 である。預金を扱うマイクロ
ファイナンスの数は 2 であり，資産は 12 億 2,000 万リベリアドル，預金は 7 億 65 万リベリアドル
である。パフォーマンスの拡大の背景には，支店数の増大がある（14）。開発金融会社（Development 
Finance Company）の数は 1 である。資産は 50 億 2,000 万リベリアドル，貸付残高は 26 億 4,000
万リベリアドルである。2007 年に設立され，モンセラード州等（Montserrado and leeward 
countries）での中小企業の主要な資金源となっている（15）。外国為替会社（Licensed Foreign 
Exchange Bureaus）の数は 204 である。これらのうち，129 はカテゴリー A という区分にあり，
75 はカテゴリー B という区分にある（16）。送金会社（Licensed Money Remittance Entities）の数
は 49 である。コミュニティ金融機関（Rural Community Finance Institutions）の数は 12 である。
貸付残高は 2 億 7,010 万リベリアドルであり，預金は 3 億 4,695 万リベリアドルである。コミュニ
ティ金融機関は，各州で給料を担保にした信用供与と公務員への給料の支払いを行っており，また
送金やモバイルマネーサービスを行っている（17）。

2.3　商業銀行の財務状況について
　リベリアの商業銀行の財務状況について，2022 年 12 月時点の数値は以下のようである（18）。貸借
対照表項目では，資産は 2,068 億 4,000 万リベリアドルであり，貸出と預金は，それぞれ，776 億
リベリアドル，1,355 億 1,000 万リベリアドルである。資本は 314 億 3,000 万リベリアドルである。
損益計算書項目では，収入は 177 億 7,000 万リベリアドルであり，その内訳は金利収入が 89 億
1,000 万リベリアドル，そして非金利収入が 88 億 6,000 万リベリアドルとなっている。一方，支出
は，非金利費用は 121 億 7,000 万リベリアドルとなっている。
　収益性について考察してみよう。図 3 は，2020 年から 2022 年の 3 年間について，リベリアの商
業銀行の ROA，純金利収入，非金利収入，非金利費用を比較している。全て分母の数値が資産な
ので，比較が容易である。2021 年と 2022 年の ROA はプラスであるが，2020 年の ROA はマイナ

 ⒁　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , p. 71. 
 ⒂　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , pp. 70 ― 71. 
 ⒃　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , p. 71. 
 ⒄　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , p. 70. 
⒅　Central Bank of Liberia [2023],  Annual Report 2022 , pp. 63 ― 64.
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表 2　銀行部門の指標の経年変化（単位：％）

国名 年
商業銀
行資産
（対
GDP）

中央銀
行資産
（対
GDP）

ROA
（税引前） 預貸率

商業銀
行資産
全体に
占める
外国銀
行資産
の割合

商業銀
行資産
全体に
占める
国営銀
行資産
の割合

国名 年
商業銀
行資産
（対
GDP）

中央銀
行資産
（対
GDP）

Liberia 2000 3.19 103.90 51.40 Nigeria 2000 12.47 7.31

Liberia 2001 3.47 94.98 68.84 Nigeria 2001 12.80 9.02

Liberia 2002 3.66 102.49 60.75 Nigeria 2002 12.29 4.65

Liberia 2003 4.23 119.30 58.40 Nigeria 2003 11.84 4.38

Liberia 2004 4.86 115.73 52.89 Nigeria 2004 11.95 2.46

Liberia 2005 5.22 104.75 46.37 Nigeria 2005 11.39 1.48

Liberia 2006 5.95 98.25 48.45 Nigeria 2006 12.09 2.20

Liberia 2007 6.36 85.25 50.46 Nigeria 2007 21.56 3.76

Liberia 2008 6.79 68.08 49.14 Nigeria 2008 25.49 1.96

Liberia 2009 9.49 67.55 47.34 Nigeria 2009 24.66 0.99

Liberia 2010 10.18 15.84 50.92 Nigeria 2010 19.48 1.36

Liberia 2011 11.29 13.96 48.96 80.00 20.00 Nigeria 2011 19.21 1.10

Liberia 2012 11.35 12.92 54.94 80.00 20.00 Nigeria 2012 19.06 1.04

Liberia 2013 14.00 12.76 61.47 80.00 20.00 Nigeria 2013 17.98 0.88

Liberia 2014 13.87 13.07 66.49 80.00 20.00 Nigeria 2014 17.71 1.03

Liberia 2015 15.97 14.06 － 1.63 68.83 80.00 20.00 Nigeria 2015 18.40 3.17

Liberia 2016 16.52 15.71 0.83 72.54 80.00 20.00 Nigeria 2016 20.35 5.44

Liberia 2017 18.61 14.21 － 0.20 102.65 Nigeria 2017 17.22 5.56

Liberia 2018 19.74 17.40 1.70 100.25 Nigeria 2018 15.19 6.74

Liberia 2019 18.96 16.92 1.71 88.21 Nigeria 2019 15.16 9.31

Liberia 2020 16.81 20.05 － 1.54 77.19 Nigeria 2020 15.47 11.45

平均 10.50 53.68 0.14 63.17 80.00 20.00 平均 16.75 4.06

標準
偏差

5.58 42.04 1.38 16.51 0.00 0.00 標準
偏差

4.12 3.09

変動
係数

0.53 0.78 9.64 0.26 0.00 0.00 変動
係数

0.25 0.76

（注）ROAの平均，標準偏差，変動係数は，リベリアのデータに合わせて，2015 年から2020 年の期間で計算している。
（出所）World Bank, Global Financial Development Database, September 2022 Version より作成。
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ROA
（税引前） 預貸率

商業銀
行資産
全体に
占める
外国銀
行資産
の割合

商業銀
行資産
全体に
占める
国営銀
行資産
の割合

国名 年
商業銀
行資産
（対
GDP）

中央銀
行資産
（対
GDP）

ROA
（税引前） 預貸率

商業銀
行資産
全体に
占める
外国銀
行資産
の割合

商業銀
行資産
全体に
占める
国営銀
行資産
の割合

2.87 78.08 Ghana 2000 29.06 89.67 84.27

4.12 84.74 Ghana 2001 28.23 6.67 64.31

3.39 79.67 Ghana 2002 25.31 64.05 56.72

2.52 89.12 Ghana 2003 24.15 11.48 57.22

2.37 91.60 Ghana 2004 24.70 15.86 59.01

2.47 95.37 Ghana 2005 27.25 12.92 75.61

2.53 86.33 Ghana 2006 19.29 8.21 7.40 69.56

3.38 100.57 Ghana 2007 23.28 10.29 4.85 72.67

2.89 103.36 Ghana 2008 24.95 11.64 3.03 55.46

－ 27.63 91.96 Ghana 2009 29.58 7.42 1.90 70.72

4.22 73.29 Ghana 2010 28.84 6.95 3.81 61.80

0.53 60.97 9.63 4.90 Ghana 2011 27.26 6.62 3.34 61.61 52.00 21.00

3.52 56.59 11.74 3.82 Ghana 2012 28.08 8.31 4.83 64.49 55.00 18.00

2.33 60.12 12.58 3.56 Ghana 2013 23.35 8.02 6.38 72.44 42.00 19.00

2.36 71.90 16.24 3.19 Ghana 2014 24.46 10.93 5.59 72.40 54.00 16.00

1.68 74.09 16.61 0.26 Ghana 2015 25.55 7.71 4.44 71.60 50.00 8.00

1.58 83.75 20.67 0.00 Ghana 2016 25.50 8.08 4.00 67.49 53.00 8.00

2.14 77.39 Ghana 2017 24.46 6.98 4.66 62.88

2.40 62.04 Ghana 2018 25.58 7.15 4.26 54.42

2.47 63.35 Ghana 2019 26.71 6.09 4.45 55.16

1.85 53.89 Ghana 2020 29.13 12.07 4.60 44.72

2.02 78.01 14.58 2.62 平均 25.94 15.58 4.40 64.50 51.00 15.00

0.34 14.31 3.66 1.84 標準
偏差

2.43 20.42 0.22 8.87 4.32 5.16

0.17 0.18 0.25 0.70 変動
係数

0.09 1.31 0.05 0.14 0.08 0.34
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スである。すでに述べたように，リベリアの特徴のひとつに数値の大きな変動がある。2022 年の
数値から，商業銀行の収益性を検討する。銀行の主な業務内容は預金と貸出であるから，純金利収
入に着目しよう。純金利収入とは，金利収入から金利費用を引いたものである。純金利収入（3.27）
と非金利費用（5.88）との比較から，非金利費用の方が純金利収入よりも大きいことが分かる。純
金利収入（3.27）と非金利収入（4.28）を比較すれば，非金利収入が純金利収入よいも大きいこと
が分かる。非金利収入の中身は，為替や送金であると考えられる（19）。収入と支出の両面から，す
なわち純金利収入（3.27），非金利収入（4.28），非金利費用（5.88）となっているので，リベリア
の商業銀行にとって非金利収入（為替と送金）は収益の源泉として重要な業務となる。
　さらに，商業銀行の財務状況について，別の資料を用いて，追加的もしくは補完的な考察をして
おこう（20）。商業銀行の財務状況の特徴は，数年の間にもかかわらず，数値が大きく変化している
ことである。2016 年から 2021 年の間の数値を検討しよう。資産全体に占める流動資産の割合は，
過去 6 年間において，最大 70.7％，最小 27.3％であり，大きく変化している。また，年々に減少し
ている。短期負債に対する流動資産の比率は，過去 6 年間において，最大 97.8％，最小 41.7％であ
り，大きく変化している。このことは，商業銀行の短期の安定性に課題があることを示している。
貸付全体に対する不良債権の割合は，過去 6 年間において，最大 22.9％，最小 14.0％である。収
益の指標である ROA は，過去 6 年間において，最大 3.1％，最小 0.5％であり，大きく変化してい

図 3　商業銀行の収入と費用の構造

（注） 三重野［2019］の内容を参考にして作成。三重野［2019］ではラオ
スの金融市場を考察している。

（出所） Central Bank of Liberia [2023], Annual Report 2022, pp. 63―64，
Central Bank of Liberia [2022], Annual Report 2021, p. 64，
Central Bank of Liberia [2021], Annual Report 2020, p. 62 より作
成。

⒆　三重野［2019］の分析内容を参照。三重野［2019］はラオスの金融市場を考察している。
 ⒇　International Monetary Fund［2022］,  IMF Country Report , No. 22/296, p. 34. 12 月の数値。 
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る。また，年々に増大の傾向にある。このことは，商業銀行の収益性が向上していることをあら
わしている。同様に収益の指標である ROE は，過去 6 年間において，最大 17.6％，最小 2.5％であ
り，大きく変化している。また，年々に増大の傾向にある。リスク資産に対する自己資本の割合は，
過去 6 年間において，最大 35.0％，最小 22.2％であり大きく変化しているが，商業銀行の長期の安
定性は高いといえる。収入全体に対する純金利収入の割合は，過去 6 年間において，最大 53.8％，
最小 48.9％であり，大きな変化はない。このことは，商業銀行の金利からの収益は安定しているこ
とをあらわしている。一方，収入全体に対する非金利費用の割合は，過去 6 年間において，最大
81.2％，最小 62.3％であり，大きな割合を占めている。商業銀行の貸付動向について，過去 6 年間
において，非金融企業への貸付の割合が増大している。2016 年は 50.7％であったが，2021 年には
73.4％となっている。
　ここで，商業銀行と中央銀行の資産規模を確認しておくことにする。保有資産の側面から商業銀
行と中央銀行を比較する。資産規模では，商業銀行と中央銀行の規模は同じように増大している（図
4 参照）。中央銀行の資産の方が商業銀行のそれよりも大きい。商業銀行の資産は，2007 年は 134
億 7,146 万リベリアドルであったが，2015 年には 766 億 4,118 万リベリアドルとなり，2022 年には
2,216 億 2,028 万リベリアドルとなっている。

2.4　商業銀行貸付について
　商業銀行貸付の動向を検証しよう。
　まず，リベリア経済の資金需要について確認しよう。第 1 章での寄与度の観点から，リベリアの
資金需要は農業と行政・国防関連に存在していると考えられる。
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図 4　資産規模の推移（単位：10 億リベリアドル）

（出所）International Monetary Fund, International Financial Statistics Database より作成。
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　次に，商業銀行が各産業に対して十分に資金を供給しているかを考察しよう（21）。表 3 の下段部
分は，商業銀行が各産業に十分に資金を供給しているかを検証したものである。表の作成方法に言
及すれば，以下のようである。表の上段では，名目 GDP 全体に対する各産業の割合を示している。
これを①とする。表の中段では，商業銀行貸付全体に対する各産業の割合を示している。これを②
とする。表の下段では，②の数値が①よりも大きければマルを記入している。すなわち，マルは，
商業銀行が該当する産業に十分に資金を供給していることを意味する。商業銀行貸付の検証結果か
ら，主要産業である農業には十分に資金が供給されていないことになる。また，同様に，鉱業と製
造業に対して商業銀行は十分な資金を供給していない（22）。一方，商業と建設業に対して商業銀行
は十分に資金を供給している。
　ここで，民間部門への信用供与について，商業銀行と中央銀行の保有金額を確認しておくこと
にする。民間部門への信用供与では，商業銀行の方が中央銀行よりも大きい（図 5 参照）このこと
は，リベリアでは，民間経済主体の活動において，商業銀行に大きな役割があることをあらわして
いる。具体的に，民間部門への信用供与について，商業銀行は，2007 年は 43 億 4,095 万リベリア
ドルであったが，2015 年に 350 億 6,303 万リベリアドルとなり，2022 年には 890 億 7,439 万リベリ
アドルとなっている。
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図 5　民間部門への信用供与の推移（単位：10 億リベリアドル）

（出所）International Monetary Fund, International Financial Statistics Database より作成。

21　高山［2024］は同様な方法により，リベリアの隣国シエラレオネの商業銀行貸付の検証をしている。表の作成
において，三重野［2015］の東南アジアの内容から示唆を得た。

22　製造業への貸付について，2022 年と 2023 年において，貸付全体に占める製造業の割合が大きく増大している。
具体的には，2022 年は 6.4％（Central Bank of Liberia［2022］,  Financial and Economic Bulletin , Vol. 23, No. 2, 
pp. 23 ― 24），2023 年は 6.9％（Central Bank of Liberia［2023］,  Financial and Economic Bulletin , Vol. 24, No. 2, p. 
26）となっている。
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表 3　商業銀行貸付の検証（単位：％）

名目 GDP 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

農業 70.0 71.2 71.3 71.4 70.3 70.2 70.3 69.5 73.7 73.6 72.5 74.0

鉱業・採石業 2.4 2.4 2.4 2.4 3.6 3.6 3.6 2.9 1.6 2.3 2.9 2.7

製造業 6.1 5.8 5.8 5.8 5.7 5.8 5.7 5.5 5.0 4.7 4.4 4.1

建設業 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.1 1.2 1.7 2.1 1.9

商業 5.4 5.2 5.1 5.1 4.9 5.0 5.0 5.6 5.2 5.0 5.1 4.8

名目 GDP 合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

貸付残高 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

農業 3.6 3.4 3.3 3.6 3.7 4.8 5.5 7.7 6.9 2.8 7.0 5.4

鉱業・採石業 0.0 0.2 0.2 0.3 0.7 0.7 0.4 0.7 2.0 0.4 0.7 0.6

製造業 2.6 2.2 3.7 2.1 2.3 1.6 1.9 2.7 3.1 1.1 3.2 1.7

建設業 12.1 10.0 9.0 11.1 8.3 9.6 15.3 17.5 15.9 10.8 7.0 7.8

商業 30.4 33.9 28.2 39.6 43.1 42.8 42.7 42.0 37.8 17.8 38.3 38.0

貸付合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

貸付検証 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

農業 × × × × × × × × × × × ×

鉱業・採石業 × × × × × × × × ○ × × ×

製造業 × × × × × × × × × × × ×

建設業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

商業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注） 産業の名称はリベリアの中央銀行の表記に合わせた。商業には，宿泊業と飲食業が含まれている。貸付の数
値は第二四半期。2017 年の貸付の数値は暫定値。

（出所） 名目 GDP については，以下の資料より作成した。2012 年以降については，Economic Commission for 
Africa, African Development Bank Group and African Union Commission [2022], African Statistical 
Yearbook 2021, p. 268, 2008 年 か ら 2011 年 に つ い て は，Economic Commission for Africa, African 
Development Bank Group and African Union Commission [2017], African Statistical Yearbook 2017, p. 
219. 貸付については，以下の資料より作成した。2016 年の数値は 2017 年版を利用した。Central Bank of 
Liberia [2019], Financial and Economic Bulletin, Vol. 20, No. 2, p. 28. Central Bank of Liberia [2018], 
Financial and Economic Bulletin, Vol. 19, No. 2, p. 24. Central Bank of Liberia [2017], Financial and 
Economic Bulletin, Vol. 18, No. 2, p. 21. Central Bank of Liberia [2015], Financial and Economic Bulletin, 
Vol. 16, No. 2, p. 20. Central Bank of Liberia [2014], Financial and Economic Bulletin, Vol. 15, No. 2, p. 29. 
Central Bank of Liberia [2013], Financial and Economic Bulletin, Vol. 14, No. 2, p. 18. Central Bank of 
Liberia [2012], Financial and Economic Bulletin, Vol. 13, No. 2, p. 19. Central Bank of Liberia [2011], 
Financial and Economic Bulletin, Vol. 12, No. 2, p. 15. Central Bank of Liberia [2010], Financial and 
Economic Bulletin, Vol. 11, No. 2, p. 11. Central Bank of Liberia [2009], Financial and Economic Bulletin, 
Vol. 10, No. 2, p. 11. Central Bank of Liberia [2008], Financial and Economic Bulletin, Vol. 9, No. 2, p. 12.
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2.5　米ドルとリベリアドルの流通について
　第 2 章はリベリアの金融市場の進展を考察しているが，第 2 章の考察内容はどのようにマネーサ
プライの数値にあらわれているのだろうか。このことを確認しておこう。図 6 はリベリアの 2000
年から 2020 年のマネーサプライの推移（対 GDP 比）を示している。2000 年は 7.1％だったが，
2010 年に 20.5％となり，2020 年には 21.9％となっている。同様に，民間部門への国内信用について，
2000 年は 1.9％だったが，2010 年に 9.3％となり，2020 年には 13.8％となっている。マネーサプラ
イと民間部門への国内信用は同じような動きをしている。
　ところで，マネーサプライの通貨の中身はどのようになっているのだろうか。結論を先取りすれ
ば，米ドルとリベリアドルの流通については，国際収支や財政収支，商業銀行の財務状況とは違っ
て，大きく変化していない（23）。
　米ドルとリベリアドルの流通について，2007 年と 2021 年の数値を比較する。2007 年について
は，国際通貨基金のカントリーレポートから入手できる（24）。2021 年については，リベリアの中央
銀行の資料から入手できる（25）。まず，預金の動向を見てみよう。要求払い預金については，リベ
リアドル預金は，2007 年は 5 億 2,400 万リベリアドルであったが，2021 年には 111 億 4,632 万リベ
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図 6　マネーサプライの推移（単位：％）

（注）対 GDP 比。
（出所）World Bank, World Development Indicators より作成。

23　国際収支と財政収支の動向は第 3 章で考察する。
 24　International Monetary Fund [2009],  IMF Country Report , No. 09/4, p. 32. 
25　推定値もしくは予測値（Central Bank of Liberia［2021］,  Monthly Economic Review , Vol. 7, No. 12, 

December）。12 月の数値。米ドル預金の数値は，1 ドルを 142.63 リベリアドルとして計算している。
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リアドルとなった。2007 年と 2021 年を比較すれば，21.3 倍となっている。同様に，米ドル預金は，
2007 年は 50 億 1,800 万リベリアドルであったが，2021 年には 511 億 1,574 万リベリアドルとなっ
た。2007 年と 2021 年を比較すれば，10.2 倍となっている。米ドルとリベリアドルの構成比に着目
すれば，2007 年の要求払い預金の構成比は，リベリアドルが 9.5％であり，米ドルが 90.5％である。
同様に 2021 年の要求払い預金の構成比は，リベリアドルが 17.9％であり，米ドルが 82.1％である。
有期預金については，リベリアドル預金は，2007 年は 7 億 2,400 万リベリアドルであったが，2021
年には 68 億 6,358 万リベリアドルとなった。2007 年と 2021 年を比較すれば，9.5 倍となっている。
同様に，米ドル預金は，2007 年は 23 億 9,400 万リベリアドルであったが，2021 年には 327 億 5,783
万リベリアドルとなった。2007 年と 2021 年を比較すれば，13.7 倍となっている。米ドルとリベリ
アドルの構成比に着目すれば，2007 年の有期預金の構成比は，リベリアドルが 23.2％であり，米
ドルが 76.8％である。同様に 2021 年の有期預金の構成比は，リベリアドルが 17.3％であり，米ド
ルが 82.7％である。次に，M2 の動向を見てみよう。M2 の中でリベリアドルは，2007 年は 45 億 6,600
万リベリアドルであったが，2021 年には 399 億 5,361 万リベリアドルとなった。2007 年と 2021 年
を比較すれば，8.8 倍となっている。同様に，M2 の中で米ドルは，2007 年は 74 億 1,100 万リベリ
アドルであったが，2021 年には 854 億 5,711 万リベリアドルとなった。2007 年と 2021 年を比較す
れば，11.5 倍となっている。米ドルとリベリアドルの構成比に着目すれば，2007 年の M2 の構成
比は，リベリアドルが 38.1％であり，米ドルが 61.9％である。同様に 2021 年の M2 の構成比は，
リベリアドルが 31.9％であり，米ドルが 68.1％である。

第 3章　大きく変化する国際収支と財政収支

　第 3 章は 2007 年と 2021 年を比較して国際収支と財政収支が大きく変化していることを指摘す
る。変化の要因も重要であるが，何よりも，収支の構造自体が大きく変化していることに着目する。
　まず，国際収支の構造を見よう。図 7 はリベリアの経常収支の動向を示している。図から分かる
ように，2010 年代以降に大きく赤字になっている。国際収支については，2007 年と 2021 年では大
きく異なっている。リベリアの特徴のひとつに国際収支の構造が大きく変化するということを指摘
できる。以下では 2007 年と 2021 年の数値を検討する。
　2007 年のリベリアの国際収支は以下の通りである（26）。まず，経常収支の動向を確認する。経
常収支は，貿易収支，サービス収支，所得収支，経常移転収支から構成される。経常収支は赤字
であり，援助を除くと赤字はさらに拡大する。貿易収支は赤字であり，主要輸出品目はゴム，木
材，鉄鉱石である。サービス収支は赤字である。サービス収支の大きさは UNMIL に依っている。
UNMIL とは，United Nations Mission in Liberia の略であり，国連安保理決議（第 1509 号）に関
する内容のことである（27）。所得収支は赤字であり，所得収支の大きさは公的部門の利子の支払い
に依っている。経常移転収支は黒字であり，経常移転収支の大きさは Donor transfers（無償資金

26　2007 年の数値は推定値（International Monetary Fund［2009］,  IMF Country Report , No. 09/4, p. 29）。為替相
場について，Wesseh and Lin［2018］は，実質 GDP に対しての石油価格の変動と為替相場の変化を分析している。

27　UNMIL の説明については，外務省ウェブサイトを参照。
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協力に関する内容）に依っている（28）。それらの中でも UNMIL transfers が重要である。次に，資
本収支の動向を確認する。資本収支は，投資収支とその他資本収支から構成されている。さらに投
資収支は，直接投資，証券投資，その他投資から構成されている。資本収支は黒字であるが，投資
収支は黒字である。その他資本収支は黒字である。その他資本収支の項目には HIPC（重債務貧困
国）に関する債務の救済を含んでいる。投資収支のうち，直接投資は黒字である。2007 年の数字
は 1 億 2,700 万ドルである。証券投資はゼロと記載されている。その他投資は赤字（―1,100 万ドル）
となっているが，この中には国債の償還が含まれている。
　2021 年のリベリアの国際収支は以下の通りである（29）。まず，経常収支の動向を見てみよう。経
常収支は赤字であり，援助を除くと赤字はさらに拡大する。貿易収支は赤字である。主要輸出品目
は鉄鉱石と金である。サービス収支は赤字である。第一次所得収支は赤字であり，第一次所得収支
の大きさは外国からの投資に対する利子の支払いに依っている。第二次所得収支は黒字であり，第
二次所得収支の大きさは外国からの送金に依っている（30）。次に，資本収支の動向を見てみよう。
資本収支は黒字である。投資収支は黒字であり，投資収支の大きさはその他投資に依っている（31）。
2021 年の直接投資は 2 億 5,500 万ドルである（32）。証券投資はゼロと記載されている。その他投資
は黒字であり，公的部門と民間部門に分ければ，公的部門の大きさが顕著である。2021 年の数値
では，公的部門は 4 億 1,900 万ドルであり，民間部門は 5,700 万ドルであった。民間部門の数値は
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図 7　経常収支の動向（単位：10 億ドル）

（注）2023 年は推定値。
（出所）International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, October 2023 より作成。

28　一般には，発展途上国では，経常移転収支の大きさは民間部門の外国送金に依っている。
 29　2021 年の数値は推定値（International Monetary Fund［2022］,  IMF Country Report , No. 22/296, p. 28）。 
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一般に銀行の預金と貸出の数値が計上される。
　ここで，外国資産について，商業銀行と中央銀行の保有金額を確認しておくことにする。外国資
産の保有金額では，中央銀行の方が商業銀行のそれよりも大きい（図 8 参照）。外国資産の増大は
外貨準備の増大になる。リベリアでは為替相場の動向がリベリア経済に重要な意味を持っているこ
とをあらわしている（33）。具体的に，商業銀行の外国資産の保有金額について，2007 年は 37 億 6,897
万リベリアドルであったが，2015 年に 121 億 5,047 万リベリアドルとなり，2022 年には 256 億 4,006
万リベリアドルとなっている。
　次に，財政収支の構造を見てみよう。図 9 はリベリアの財政収支の動向を示している。図から分
かるように，2010 年代以降に大きく赤字になっている。ここでは，2007 年と 2021 年の数値を比較
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図 8　外国資産の保有金額の推移（単位：10 億リベリアドル）

（出所）International Monetary Fund, International Financial Statistics Database より作成。

30　外国からの送金について，Kruah［2017］は以下のように述べている。「実質 GDP，為替相場，国内投資の指
標としての貸付金利，外貨準備，インフレは，1 カ月のラグを伴って，外国から国内への送金の変化に反応す
る」（Kruah［2017］, p. 24）。「リベリアの中央銀行は，外国から国内への送金の水準を直接に変化させることに
よって，為替相場とマネーサプライと外貨準備の水準に，直接に影響を与えるかもしれない」（Kruah［2017］, p. 
24）。

 31　通常では，リベリアの投資収支は直接投資に依っている。例えば，2019 年や 2020 年などがそうである
（International Monetary Fund［2022］,  IMF Country Report , No. 22/296, p. 28）。 

32　外国からの直接投資について，Bunte, Desai, Gbala, Parks, Runfola［2018］は政府の戦略について以下のよ
うに述べている。他の文献を参考にしながら「いくつかの政府は，市場原理と自由化された FDI の流入に，彼
らの信頼を置く」（Bunte, Desai, Gbala, Parks, Runfola［2018］, p. 152）。「2 番目の戦略は，地理的な制限を課す
ことである。外国の投資家は特別に計画された輸出促進エリアでのみ活動できる」（Bunte, Desai, Gbala, Parks, 
Runfola［2018］, p. 152）。「3 番目の戦略は，運営上の要求を課すことである。外国企業が国内企業と共同経営する。
そして，外国企業は彼らの技術を国内企業と共有する」（Bunte, Desai, Gbala, Parks, Runfola［2018］, p. 152）。



44 第 25 巻　第 2 号

する。但し，注意点として，図 9 は一般政府の財政収支と債務残高をあわらしているが，以下の
検討では，データの入手の都合上で中央政府の財政収支の数値を扱う（34）。財政収支については，
2007 年と 2021 年では大きく異なっている。リベリアの財政収支の特徴は支出全体に占める資本支
出の割合が小さいことである。
　2007 年のリベリアの財政収支は以下の通りである（35）。2007 年の財政収支は黒字である。
　まず，収入の側面を見よう。2007 年の収入は 2 億 690 万ドルである。収入は，税収，その他収
入，援助から構成される。税収は 2 億 80 万ドルであり，その他収入は 3,200 万ドルであり，援助
は 610 万ドルである。収入全体に占める税収の割合は 97.1％である。税収は，国際取引に関する税，
所得税，財サービスに関する税，その他税収から構成される。税収の金額は，国際取引に関する税
が 7,910 万ドル，所得税が 5,260 万ドル，財サービスに関する税が 3,490 万ドル，その他税収が 220
万ドルとなっている。税収全体に占める割合は，国際取引に関する税が 39.4％，所得税が 26.2％，
財サービスに関する税が 17.4％，その他税収が 1.1％となっている。次に，支出の側面を見よう。
2007 年の支出は 1 億 9,710 万ドルである。支出は経常支出と資本支出から構成される。経常支出
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図 9　財政収支の動向（単位：10 億リベリアドル）

（注）一般政府の財政収支。財政収支は左軸。政府債務残高は右軸。2022 年と 2023 年は推定値。
（出所）International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, October 2023 より作成。

 33　中央銀行の為替市場介入について，Siaplay, Kambo and Collins［2016］は「外国為替市場でのリベリアの中
央銀行の為替市場介入は不胎化されている」としている（Siaplay, Kambo and Collins［2016］, p. 16）。 

 34　一般政府と中央政府では，財政構造に大きさ違いが存在することが予想される。この点については，今後の課
題としたい。中央政府の財政収支は，援助の動向によっても左右される。脚注 35 と 36 を参照。 

 35　年度ベースである。米ドルの表記である（International Monetary Fund［2009］,  IMF Country Report , No. 09/4, p. 
31）。2007 年の財政収支は援助を除いても黒字である。 
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は 1 億 7,320 万ドルであり，資本支出は 2,390 万ドルである。支出全体に占める経常支出の割合は
87.9％である。リベリアでは，支出全体に占める資本支出の割合が小さいといえる。経常支出は，
人件費，財サービスへの支出，金利の支払い，補助金に関するものから構成される。経常支出の金
額は，人件費が 6,800 万ドル，財サービスへの支出が 6,120 万ドル，金利の支払いが 750 万ドル，
補助金に関するものが 3,660 万ドルとなっている。経常支出に占める割合は，人件費が 39.3％，財
サービスへの支出が 35.3％，金利の支払いが 4.3％，補助金に関するものが 21.1％，となっている。
　2021 年のリベリアの財政収支は以下の通りである（36）。2021 年の財政収支は黒字である。
　まず，収入の側面を見よう。2021 年の収入は 6 億 1,100 万ドルである。収入は税収，その他収
入，援助から構成される。税収は 4 億 8,300 万ドルであり，その他収入は 9,300 万ドル，援助は 3,500
万ドルである。収入に占める税収の割合は 79.1％である。税収は，所得税と法人税，財サービスに
関する税，国際取引に関する税，その他税収から構成される。税収の金額は，所得税と法人税の合
計が 1 億 9,600 万ドル，財サービスに関する税が 6,800 万ドル，国際取引に関する税が 2 億 900 万
ドル，その他税収が 9,300 万ドルとなっている。税収全体に占める割合は，所得税と法人税の合計
が 40.6％，財サービスに関する税が 14.1％，国際取引に関する税が 43.3％，その他税収が 19.3％と
なっている。次に，支出の側面を見よう。2021 年の支出は 6 億 100 万ドルである。支出は，人件
費，財サービスへの支出，金利の支払い，補助金に関するもの，社会の便益に関するものから構成
される。上記のうち，人件費，財サービスへの支出，金利の支払い，補助金に関するものが経常
支出であると考えられる。また，社会の便益に関するものが資本支出であると考えられる。経常支
出は 5 億 9,500 万ドルであり，資本支出は 600 万ドルである。支出全体に占める経常支出の割合は
99.0％である。支出全体に占める資本支出の割合が，2007 年と比較して，さらに小さくなっている。
経常支出の金額は，人件費が 2 億 9,800 万ドル，財サービスへの支出が 1 億 9,100 万ドル，金利の
支払いが 3,100 万ドル，補助金に関するものが 7,500 万ドルとなっている。経常支出に占める割合
は，人件費が 50.1％，財サービスへの支出が 32.1％，金利の支払いが 5.2％，補助金に関するもの
が 12.6％となっている。特徴は，人件費の割合が 2007 年と比較しても高いことである。
　ここで，中央政府への信用供与について，商業銀行と中央銀行の保有金額を確認しておくことに
する。中央政府への信用供与では，中央銀行の方が商業銀行のそれよりも大きい（図 10 参照）。中
央銀行の中央政府への信用供与は，リベリアでは財政ファイナンスが行われていることを意味する。
周知のように，財政ファイナンスが行われている場合，一般にインフレ率が上昇する傾向にある。
すでに図 1 で見たように実際にリベリアのインフレ率は高い傾向にある。具体的に，商業銀行の
中央政府への信用供与について，2007 年は 8 億 6,745 万リベリアドルであったが，2015 年に 68 億
8,390 万リベリアドルとなり，2022 年には 259 億 5,111 万リベリアドルとなっている。

36　年ベースである。2021 年の数値は推定値（International Monetary Fund［2022］,  IMF Country Report , No. 
22/296, p. 31）。2021 年の財政収支は援助を除けば赤字である。
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結び

　本稿はリベリアの金融市場の特徴を考察した。リベリアでは，米ドルとリベリアドルが流通して
いる。
　リベリアの特徴は，経済の数値が大きく変化することである。具体的には，本稿で考察したよう
に，国際収支や財政収支，ROA などである。国際収支と財政収支では，中身の部分も大きく変化
している。一方，産業構造に大きな変化はなく，農業が主である。
　リベリアの金融市場では商業銀行が重要な柱となっている。商業銀行の多くの支店はモンセラー
ド州に集中している。商業銀行の収益性について，一般に非金利費用が大きいことが特徴であり，
非金利費用は純金利収入よりも大きい。また純金利収入と非金利収入は同程度である。商業銀行貸
付について，商業と建設業に十分に資金を供給しているといえる。商業銀行の預金の構成比につい
て，リベリアドルと米ドルの流通については，要求払い預金の構成比は，リベリアドル 17.9％，米
ドル 82.1％である（2021 年）。有期預金の構成比はリベリアドル 17.3％，米ドル 82.7％である（2021
年）。マネーサプライの構成比はリベリアドル 31.9％，米ドル 68.1％である（2021 年）。
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